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蜂
矢
真
郷
教
授
略
歴

一
九
四
六
年
八
月
一
一六
日

〈学
　
歴
〉

九
六
五
年
二
月

九
六
五
年
四
月

九
六
九
年
二
月

九
七

一
年
四
月

九
七
四
年
二
月

一
九
七

一
年
四
月

九
九
六
年

一
二
月

〈職
　
歴
〉

九
七
五
年
四
月

九
七
九
年
四
月

九
八
二
年
四
月

九
八
七
年
四
月

岐
阜
県

（現
、
本
巣
市
）
に
生
ま
れ
る
。

奈
良
女
子
大
学
文
学
部
附
属
高
等
学
校
卒
業

京
都
大
学
文
学
部
入
学

同
　
　
　
　
　
　
卒
業

（文
学
科
国
語
学
国
文
学
専
攻
）

同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学

（国
文
学
専
攻
）

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
了

（同
）
［文
学
修
士
］

大
阪
大
学
文
学
部
聴
講
生

（
一
九
七
二
年
二
月
ま
で
）

博
士

（文
学
）
（大
阪
大
学
）

私
立
親
和
女
子
大
学

（現
、
神
戸
親
和
女
子
大
学
）
専
任
講
師

同
　
　
　
　
　
　
　
助
教
授

私
立
帝
塚
山
学
院
大
学

（文
学
部
）
助
教
授

国
立
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

九
七
九
年
二
月
ま
で
）

九
八
二
年
二
月
ま
で
）

九
八
七
年
二
月
ま
で
）

九
九

一
年
二
月
ま
で
）



一
九
九

一
年
四
月

一
九
九
六
年
二
月

一
九
九
九
年
四
月

二
〇
〇
四
年
四
月

〈受
　
賞
〉

一
九
九
八
年

一
一
月

〈非
常
勤
講
師
歴
〉

私
立
洛
南
高
等
学
校
、
京
都
府
立
洛
北
高
等
学
校
定
時
制
、
帝
塚
山
学
院
大
学

（文
学
部
）
、
奈
良
女
子
大
学
文
学
部

。
大
学
院
文
学
研
究
科

［修
士
課
程
］
、
関
西
学
院
大
学
文
学
部
、
京
都
府
立
大
学
文
学
部
、
同
志
社
大
学
文
学
部
、
〔神
戸
〕
松
蔭
女
子
学
院
大
学
文
学
部
、
〔京
都
〕
光

華
女
子
大
学
文
学
部

。
大
学
院
文
学
研
究
科

［修
士
課
程
］
、
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
、
京
都
大
学
文
学
部

。
大
学
院
文
学
研
究
科
、
島
根
大
学

法
文
学
部
、
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院

。
人
文
科
学
府
、
姫
路
獨
協
大
学
大
学
院
言
語
教
育
研
究
科

［修
士
課
程
］
、
東
京
大
学
大
学

院
人
文
社
会
系
研
究
科

・
文
学
部
　
　
　
　
　
（
＊
在
任
中
に
大
学
名
に

「神
戸
」
が
加
わ
る
）
↑
＊
在
任
中
に
大
学
名
に

「京
都
」
が
加
わ
る
）

〈学
会
等
役
員
〉

国
語
学
会

〔↓
日
本
語
学
会
、
二
〇
〇
四
年
四
月
よ
り
学
会
名
改
称
〕

編
集
委
員

。
大
会
運
営
委
員

（
一
九
九
四
年
七
月
―

一
九
九
八
年
五
月
）、
評
議
員

（二
〇
〇
〇
年
四
月
よ
り
現
在
に
至
る
）
、
常
任
査
読
委
員

（
二
〇
〇
四
年
五
月
―
二
〇
〇
七
年
五
月
）

国
立
大
阪
大
学
文
学
部
助
教
授

同
　
　
　
　
　
文
学
部
教
授

同
　
　
　
　
　
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

国
立
大
学
法
人
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

第

一
七
回
新
村
出
賞

九
九
六
年
二
月
ま
で
）

九
九
九
年
二
月
ま
で
）

一〇
〇
四
年
二
月
ま
で
）

一〇

一
〇
年
三
月
、
定
年
退
職
予
定
）



訓
占
（五
”斗十
〈
本

委
員

（
二
〇
〇
三
年

一
一
月
よ
り
現
在
に
至
る
）
、
会
計
監
査
委
員

（二
〇
〇
六
年
度
）

萬
葉
学
会

編
輯
委
員

（
一
九
七
九
年

一
二
月
よ
り
現
在
に
至
る
）
、
編
輯
委
員
長

（
一
九
八
八
年
四
月
―

一
九
九
〇
年
七
月
）、
代
表

（二
〇
〇
九
年
四
月

よ
り
現
在
に
至
る
）

国
語
語
彙
史
研
究
会

委
員

（
一
九
八
九
年
四
月
―
二
〇
〇

一
年
三
月
）
、
編
集
主
任

（
一
九
九
八
年

一
二
月
―
二
〇
〇
二
年
二
月
、
二
〇
〇
六
年
四
月
―
二
〇
〇
七

年
二
月
）
、
幹
事

（二
〇
〇

一
年
四
月
よ
り
現
在
に
至
る
）
、
代
表
幹
事

（二
〇
〇

一
年
四
月
よ
り
現
在
に
至
る
）

国
語
文
字
史
研
究
会

委
員

（二
〇
〇
二
年
四
月
―
二
〇
〇
八
年
二
月
）
、
編
集
主
任

（二
〇
〇
五
年
九
月
―
二
〇
〇
九
年
五
月
）、
代
表

（二
〇
〇
八
年
四
月
よ
り
現

在
に
至
る
）



蜂
矢
真
郷
教
授
論
著
目
録

〈著

圭
じ

国
語
重
複
語
の
語
構
成
論
的
研
究

国
語
派
生
語
の
語
構
成
論
的
研
究

古
代
語
の
謎
を
解
く

〈論
　
文
〉

（☆
印
は
改
稿
し
て

『
国
語
重
複
語
の
語
構
成
論
的
研
究
』
所
収
、
★
印
は
改
稿
し
て

『
国
語
派
生
語
の
語
構
成
論
的
研
究
』
所
収
）

☆
語
の
文
法
的
構
成
　
―
―
畳
語
に
つ
い
て
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
四
年

一
二
月
　
　
「萬
葉
」
八
六
号

☆
形
状
言
の
重
複
の

一
形
態
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
六
年
二
月
　
　
　
「親
和
国
文
」

一
〇
号

ワ
ラ
フ
と
ヱ
ム
　
ー
ー
類
義
語
の

一
側
面
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
六
年

一
〇
月
　
　
「親
和
女
子
大
学
研
究
論
叢
」
九

・
一
〇
号

複
合
名
詞
の
前
項
　
―
―
倭
名
類
衆
抄
の
地
名
を
中
心
と
し
て
―
―

　
一
九
七
七
年
四
月
　
　
　
「
国
語
国
文
」
四
六
巻
四
号

〔
一
九
七
七
年
五
月
　
　
『騒
訓
謙
鍛
国
語
学
論
集
』
（中
央
図
書
出
版
社
）
に
も
所
収
〕

動
詞
ツ
ク
を
め
ぐ
る
語
群
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年

一
月
　
　
　
「親
和
国
文
」

一
二
号

☆
一
部
重
複
と
縮
重
複
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
八
年
三
月
　
　
　
阪
倉
篤
義
氏
監
修

『論
集
日
本
文
学

。
日
本
語
』

一　
上
代

（角
川
書
店
）

対
義
語
ヒ
ロ
シ

・
セ
バ
シ
と
そ
の
周
辺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
〇
年
七
月
　
　
　
「萬
葉
」

一
〇
四
号

ハ

（端
）
を
め
ぐ
る
語
群
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
〇
年

一
二
月
　
　
「親
和
国
文
」

一
五
号

セ
バ
シ

（
シ
ク
活
用
）
覚
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

一
年
二
月
　
　
　
「親
和
女
子
大
学
研
究
論
叢
」

一
四
号

一
音
節
被
覆
形
―
露
出
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

一
年
二
月
　
　
　
「萬
葉
」

一
〇
七
号

―
―

″金
田

一
法
則
″
の
例
外
に
つ
い
て
―
―

☆
重
複
形
容
詞
の
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八

一
年

一
〇
月
　
　
「同
志
社
国
文
学
」

一
九
号

★
モ
ド
ロ
カ
ス
考
　
―
―
モ
ド
ル
と
マ
ダ
ラ
と
の
間
―
―
　
　
　
　
　
　
一
九
八

一
年

一
二
月
　
　
「親
和
国
文
」

一
六
号

語
末
索
引
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
二
年
二
月
　
　
　
「親
和
女
子
大
学
研
究
論
叢
」

一
五
号

―
―

「
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
語
末
索
引
稿
」
の
試
み
―
― 一

九
九
八
年
四
月
　
　
　
塙
書
房

二
〇

一
〇
年
二
月
　
　
　
同

二
〇

一
〇
年
三
月
　
　
　
大
阪
大
学
出
版
会



★
ケ

シ

・
カ

シ

イ

・
カ

イ

☆
重
複
形
状
言

・
重
複
接
尾
形
状
言

☆
重
複
形
容
詞
と
重
複
形
容
動
詞

☆
動
詞
の
重
複
と
ツ
ツ

☆
替
語
の
構
成
　
―
―
情
態
副
詞
を
中
心
に
―
―

和
名
類
衆
抄
地
名
の
促
音

・
撥
音
表
記

―
―
佐
佐
木
氏
の

《短
信
》
に
対
し
て
―
―

☆
メ
ク
型
重
複
動
詞
の
構
成

☆
重
複
と
接
尾
　
―
―
萬
葉
集
の
用
例
を
中
心
に
し
て
―
―

☆
重
複
形
容
詞
の
別
形
態

☆
重
複
動
詞
と
そ
の
別
形
態

☆
縮
重
複

。
一
部
重
複
続
考

―
―
合
わ
せ
て
工
藤
氏
に
対
し
て
述
べ
る
―
―

メ
ク
型
動
詞
と
重
複
情
態
副
詞

★
ア
キ
ラ
ケ
シ
イ
　
ー
ー
ケ
シ
・
カ
シ
イ

・
カ
イ
続
考
―
―

☆
力

・
ク

・
ケ

シ

☆
重
複
サ
変
動
詞
の
構
成
　
―
―
動
詞
の
重
複
続
考
―
―

播
磨
国
風
土
記
里
名

「安
相
」
の
訓
み

―
―
橋
本
氏
説
へ
の
疑
問
―
―

☆
日
本
霊
異
記
訓
釈

「波
り
天
」
考

古
墨
中
の
略
壺
”

☆
重
複
情
態
副
詞
＋
ス
の
構
成
　
―
―
重
複
サ
変
動
詞
続
考
―
―

★
形
容
詞
語
幹
十
力

・
ヤ
カ

・
ラ
カ

☆
―
＋
力
の
一
形
態
　
―
―
語
基
末
が
イ
列

・
工
列
の
場
合
―
―

古
代
語
に
お
け
る
和
語
の
構
成
力

一
九
八
三
年
五
月

一
九
八
四
年
二
月

一
九
八
四
年
二
月

一
九
八
四
年
五
月

一
九
八
四
年

一
〇
月

一
九
八
四
年

一
二
月

九
八
五
年
七
月

九
八
五
年
九
月

九
八
六
年
二
月

九
八
六
年
六
月

九
八
六
年
七
月

九
八
六
年

一
二
月

九
八
七
年
二
月

九
八
七
年

一
〇
月

九
八
七
年

一
一
月

九
八
七
年

一
二
月

一
九
八
八
年
六
月

一
九
八
八
年

一
〇
月

一
九
八
八
年

一
二
月

一
九
八
九
年
二
月

一
九
八
九
年

一
〇
月

一
九
八
九
年

一
〇
月

『
同
志
社
国
語
学
論
集
』
（和
泉
書
院
）

「帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文
学
研
究
」

一
五
号

「同
志
社
国
文
学
」
二
四
号

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
五

（和
泉
書
院
）

「
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
」

一
集

「
国
語
学
」

一
〓
一九
号

「
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
」
二
集

『
萬
葉
集
研
究
』

一
三
集

（塙
書
房
）

「
叙
説
」

一
二
号

「
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
」
三
集

「萬
葉
」

一
二
四
号

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
七

（和
泉
書
院
）

「帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文
学
研
究
」

一
八
号

「叙
説
」

一
四
号

「
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
」
四
集

「
風
土
記
研
究
」
五
号

「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
八
〇
輯

「
日
本
語
学
」
七
巻

一
〇
号

「
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
」
五
集

「
研
究
年
報
」
参
良
女
子
大
学
文
学
む

〓
〓
一号

「叙
説
」

一
六
号

「
日
本
語
学
」
八
巻

一
〇
号



☆
軍
記
物
語
に
お
け
る
動
詞
の
重
複

☆
ミ

チ

ミ

テ

リ

・
ミ

チ

ミ

チ

ク

リ

考

上
代
語
の
再
構
成
は
ど
こ
ま
で
可
能
か

ダ
行
上
二
段
動
詞
語
彙
考

☆
カ
ス
型
動
詞
の
構
成

☆
ヤ
カ
型
語
幹
の
構
成

造
語
の
変
遷
と
古
語

・
廃
語

多
少
と
大
小

☆
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
動
詞
の
重
複

☆
ク
型
動
詞
と
グ
型
動
詞

（上
）

「
ア
ハ
レ
」
の
意
味
の
変
遷

★
ク
型
動
詞
と
グ
型
動
詞

（下
）

☆
―
キ
と
―
ギ

☆
力

・
ク

・
グ

語
構
成
と
形
状
言

複
合
形
状
言

・
派
生
形
状
言

助
数
詞
被
覆
形
の
用
法

―
―
名
詞
被
覆
形
と
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
と
か
ら
―
―

形
容
詞
語
幹
の

一
用
法

〔二
〇
〇
五
年
六
月

〔二
〇
〇
八
年
七
月

一
九
八
九
年

一
二
月

一
九
八
九
年

一
二
月

一
九
九
〇
年
五
月

一
九
九
〇
年

一
一
月

一
九
九

一
年
五
月

一
九
九

一
年

一
二
月

一
九
九
二
年
五
月

一
九
九
二
年
五
月

一
九
九
二
年
七
月

一
九
九
二
年

一
一
月

一
九
九
二
年
二
月

一
一
九
九
四
年

一
一
月

一
九
九
二
年

一
二
月

一
九
九
四
年
五
月

一
九
九
四
年
八
月

一
九
九
六
年
二
月

一
九
九
六
年

一
〇
月

一
九
九
七
年

一
〇
月

一
九
九
八
年
四
月

「
日
本
語
学
」
特
集
テ
ー
マ
別
フ
ァ
イ
ル
』
四

語
彙
０

（明
治
書
院
）

に
も
所
収
〕

「
日
本
語
学
」
特
集
テ
ー
マ
別
フ
ァ
イ
ル
　
普
及
版
』
語
彙
３

（明
治
書

院
）
に
も
所
収
〕

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
〇

（和
泉
書
院
）

「
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
」
六
集

「国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
三
五
巻
五
号

「
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
」
七
集

『詰
勤
撃
新
姓
日
本
古
典
の
眺
望
』
（桜
楓
社
）

「
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
」
八
集

「
日
本
語
学
」

一
一
巻
五
号

吉
井
巌
氏
編

『
記
紀
萬
葉
論
叢
』
（塙
書
房
）

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
二

（和
泉
書
院
）

「
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
」
九
集

詈
塁
巴

二
二
巻
二
号

「歴
史
読
本
」
二
九
巻
二
四
号
臨
時
増
刊

（
日
本
語
の
起
源
と
歴
史
を
探

る
）
に
も
所
収
〕

「
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
」

一
〇
集

「萬
葉
」

一
五
〇
号

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
四

（和
泉
書
院
）

「語
文
」
実
阪
大
き

六
五
輯

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
六

（和
泉
書
院
）

『
日
本
語
文
法
　
体
系
と
方
法
』
（
ひ
つ
じ
書
房
）

佐
藤
武
義
氏
編

『萬
葉
集
の
世
界
と
そ
の
展
開
』
（白
帝
社
）



―
―
―
十
形
容
詞
語
幹
の
構
成
の
複
合
形
状
言
に
つ
い
て
―
―

☆
力
型
語
幹
の
構
成

★
ヤ
カ
型
語
幹
と
ラ
カ
型
語
幹

★
ヤ
ク

（
ヤ
グ
）
ｌ
フ
ク

（
ラ
グ
）

★
ラ
カ
型
語
幹
の
構
成

形
容
詞
語
幹
の
用
法

☆
力

・
ヤ
カ

・
ラ
カ
型
語
幹
の
語
基
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ラ
接
尾
形
と
り
接
尾
形
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

形
容
詞
の
形
容
動
詞
化
と
形
容
動
詞
の
形
容
詞
化
　
　
　
　
　
　
　
　
一

☆
一
次
的
ケ
シ
型
と
二
次
的
ケ
シ
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

古
典
語
の
複
合
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
音
節
語
幹
の
形
容
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

形
容
詞
ヒ
キ
シ

・
オ
ホ
キ
イ
等
と
そ
の
周
辺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ク
活
用
形
容
詞
語
幹
を
後
項
に
持

つ
形
容
動
詞
語
幹
　
　
　
　
　
　
　
一

語
幹
を
共
通
に
す
る
形
容
詞
と
形
容
動
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

動
詞
表
記

「敷
」
と
形
容
詞
語
尾
表
記

「敷
」
と
の
間
　
　
　
　
　
　
一

―
―
シ
ク
活
用
形
容
詞
フ
ト
シ

［太
］
の
成
立
に
つ
い
て
―
―

一
九
六
五
と

一
九
七
五
年
度
頃
の
略
字

『長
塚
節
歌
集
』
の
形
容
詞

形
容
詞
ス
ガ
シ

（イ
）
［清
］
考

語
基
を
共
通
に
す
る
形
容
詞
と
形
容
動
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
〇
四
年
二
月

上
代
の
清
濁
と
語
彙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
〇
四
年
三
月

―
―
オ
ホ
ー

・
オ
ボ
ー

（イ
フ
ー

・
イ
ブ
ー
）
を
中
心
に
―
―

ウ
マ
シ
ク
ニ
ソ
と
ウ
マ
シ
キ
ク
ニ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
〇
四
年
九
月

―
―
ウ
マ
シ

［シ
ク
活
用
］
の
問
題
か
ら
―
―

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
七

（和
泉
書
院
）

『
国
語
論
究
』
七

中
古
語
の
研
究

（明
治
書
院
）

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
八

（和
泉
書
院
）

『謙麺識舘
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
』
（同
）

『蒙
野
夢
財
難
国
語
国
文
学
藻
』
（同
）

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
九

（同
）

西
宮

一
民
氏
編

『上
代
語
と
表
記
』
（お
う
ふ
う
）

「語
文
」
実
阪
大
き

七
五

・
七
六
輯

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
〇

（和
泉
書
院
）

「
日
本
語
学
」
二
〇
巻
九
号

「萬
葉
」

一
七
八
号

玉
村
文
郎
氏
編

『
日
本
語
学
と
言
語
学
』
（明
治
書
院
）

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二

一
（和
泉
書
院
）

『同
』
三
二

（同
）

『国
語
文
字
史
の
研
究
』
七

（同
）

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
三

（同
）

「美
夫
君
志
」
六
八
号

「萬
葉
」

一
九
〇
号

『国
語
文
字
史
の
研
究
』
八

（和
泉
書
院
）

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
四

（同
）
１

「大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
」
四
五
巻
１

九
九
八
年

一
〇
月

九
九
八
年

一
二
月

九
九
九
年
二
月

九
九
九
年
二
月

九
九
九
年

一
二
月

一〇
〇
〇
年
二
月

一〇
〇
〇
年

一
〇
月

一〇
〇

一
年
二
月

一〇
〇

一
年
二
月

一〇
〇

一
年
八
月

一〇
〇

一
年

一
〇
月

一〇
〇
二
年

一
月

一〇
〇
二
年
二
月

一〇
〇
三
年
二
月

一〇
〇
三
年

一
一
月

二
〇
〇
五
年
三
月

二
〇
〇
五
年
二
月

二
〇
〇
五
年
二
月



重
複
形
容
詞
の
周
辺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
〇
六
年
三
月

促
音

・
撥
音
の
現
代

ロ
ー
マ
字
表
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
〇
六
年
四
月

タ
テ

［縦
］
・
ヨ
コ

［横
］
と
そ
の
周
辺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
〇
六
年
六
月

卜

［利
］
を
め
ぐ
る
語
群
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
〇
六
年

一
二
月

『
日
本
唱
歌
集
』
の
形
容
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
〇
七
年
二
月

上
代
特
殊
仮
名
遣
に
関
わ
る
語
彙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
〇
七
年
六
月

ヲ

［小
］
と
コ

［小
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
〇
七
年

一
一
月

卜

［門
］
と
卜

［戸
］
と
卜

［外
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
〇
七
年

一
一
月

現
代
仮
名
遣
い
の
長
音
表
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
〇
七
年

一
二
月

語
の
変
容
と
類
推
　
―
―
語
形
成
に
お
け
る
変
形
に
つ
い
て
―
―
　
　
一
一〇
〇
八
年
二
月

〔二
〇
〇
八
年
二
月

テ

［手
］
と
そ
の
周
辺

『
新
編
左
千
夫
歌
集
』
の
形
容
詞

和
名
類
衆
抄
地
名
の

「部
」

チ

［路
］
と
ミ
チ

［道
］

メ

［目
］
と
そ
の
周
辺

三
音
節
語
基
と
形
容
詞
語
幹

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
五

（和
泉
書
院
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
九

（同
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１‐

「
語
文
」
実
阪
大
き

八
六
輯

「親
和
国
文
」
四

一
号

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
六

（和
泉
書
院
）
２

「萬
葉
」

一
九
八
号

「
國
學
院
雑
誌
」

一
〇
八
巻

一
一
号
２

「京
都
語
文
」

一
四
号

『
国
語
文
字
史
の
研
究
』

一
〇

（和
泉
書
院
）

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
七

（同
）
２

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
広
域
文
化
表
現
論
講
座

一
一〇
〇
五
―
二

〇
〇
七
年
度
共
同
研
究
報
告
書

『
テ
キ
ス
ト
の
生
成
と
変
容
』
に
も
所

収
〕

二
〇
〇
八
年

一
二
月
　
　
「待
兼
山
論
叢

文
学
篇
」
四
二
号

二
〇
〇
九
年
三
月
　
　
　
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
八

（和
泉
書
院
）
２

二
〇
〇
九
年
五
月
　
　
　
『
国
語
文
字
史
の
研
究
』

一
一

（同
）

二
〇
〇
九
年
九
月
　
　
　
『
萬
葉
集
研
究
』
三
〇
集

（塙
書
房
）

二
〇
〇
九
年

一
二
月
　
　
「親
和
国
文
」
四
四
号

二
〇

一
〇
年
二
月
　
　
　
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
九

（和
泉
書
院
）

１
は
、
二
〇
〇
五
年
三
月
　
一
一〇
〇
三
―
二
〇
〇
四
年
度

科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究

（
Ｃ
）

研
究
成
果
報
告
書

『文
献
に
現
れ
た
述
語
形
式
と
国
語
史
の
不
整
合
性
に
つ
い
て
』
に
も
所
収

２
は
、
二
〇
〇
九
年
二
月
　
一
一〇
〇
六
―
二
〇
〇
九
年
度

科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究

（Ｃ
）

研
究
成
果
報
告
書

『文
献
に
現
れ
た
語
彙

・
語
法
と
国
語
史
の
不
整
合
性
に
つ
い
て
』
に
も
所
収

『
国
語
学
論
説
資
料
』
〔後
に

『
日
本
語
学
論
説
資
料
し

に
も
所
収
の
も
の
が
か
な
り
あ
り
、
『
国

文
学
年
次
別
論
文
集
』
上
代
に
も
所
収
の
も
の
が
少
し
あ
る
が
、
そ
の

一
々
を
示
す
の
は
省
略
す
る
。



〈索
　
引
〉

上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
仮
名
語
彙
索
引

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
語
末
索
引
稿

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
語
末
索
引
稿

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
語
末
索
引
稿

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
語
末
索
引
稿

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
語
末
索
引
稿

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
語
末
索
引
稿

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
語
末
索
引
稿

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
語
末
索
引
稿

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
語
末
索
引
稿

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
語
末
索
引
稿

〈
そ
の
他
〉

『光
村
国
語
学
習
辞
典
』
（編
集
協
力
お
よ
び
四
〇
〇
項
目
執
筆
）

特
殊
仮
名
遣

（特
集

「
万
葉
集
を
読
む
た
め
の
研
究
事
典
し

語
彙

（史
的
研
究
）
（特
集

「
昭
和
６‐

．
６２
年
に
お
け
る
国
語
学
界

の
展
望
し

〔書
評
〕
工
藤
力
男
著

『
日
本
語
史
の
諸
相
　
工
藤
力
男
論
考
選
』

抄
注

・
北
原
白
秋
第

一
詩
集

『
邪
宗
門
』
語
彙

（企
画
お
よ
び

「
ア

ヲ
ナ
リ

・
ア
Ｚ

一／
ト
ホ
こ

「
オ

シヽ

ラ
ヤ
」
「
ヒ
ソ
こ

〓
一項

目
執
筆
）

池
上
禎
造
先
生
略
歴
な
ら
び
に
著
作
目
録

「池
上
禎
造
先
生
略
歴
な
ら
び
に
著
作
目
録
」
の
訂
正

（
一
）

（一
一）

（一一一）

（四
）

（五
）

（エハ
）

（七
）

（八
）

（九
）

（十
）

一
九
八
二
年
五
月

一
九
八
三
年

一
月

一
九
八
三
年
二
月

一
九
八
三
年

一
二
月

一
九
八
四
年

一
〇
月

一
九
八
七
年
七
月

一
九
八
八
年
二
月

一
九
九
五
年
七
月

一
九
九
五
年

一
一
月

一
九
九
八
年

一
一
月

一
九
九
九
年
二
月

一
九
八
三
年

一
月

一
九
八
五
年

一
一
月

一
九
八
八
年
六
月

一〇
〇
〇
年

一
二
月

一〇
〇
五
年
二
月

一〇
〇
六
年

一
〇
月

一〇
〇
七
年
四
月

と
訓
点
資
料
」
六
八
輯

一
一
二
号

一
〓
百
万

一
エハ
ロ万

一
九
号

一
二
ハ
ロ万

三
八
号

五
四
号

五
五
号

六
七
号

エハ
八
省
万

「
訓
点
語

「萬
葉
」

「同
」

「
同
」

「
同
」

「
同
」

「
同
」

「
同
」

「
同
」

「
同
」

「
同
」

光
村
教
育
図
書

「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
三
〇
巻

一
一
号

「
国
語
学
」

一
五
三
号

「
同
」
一
一〇
三
号

〔五

一
巻
三
号
〕

二
〇
〇
三
―
二
〇
〇
四
年
度

科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究

（Ｃ
）
研

究
成
果
報
告
書

『文
献
に
現
れ
た
述
語
形
式
と
国
語
史
の
不
整
合
性
に

つ
い
て
』

「
日
本
語
の
研
究
」
二
巻
四
号

〔「国
語
学
」
通
巻
三
二
七
号
〕

「同
」
三
巻
二
号

〔「
同
」
通
巻
三
二
九
号
〕



国
囲
□
犬
飼
隆
著

『木
簡
に
よ
る
日
本
語
書
記
史
』

抄
注

・
北
原
白
秋
第
二
詩
集

『
思
ひ
出
』
語
彙

（企
画
お
よ
び

「
ア

サ
ス
ズ
」
「
メ
グ
シ

〔
シ
ク
活
用
ご

一
一項
目
執
筆
）

『
漢
字
キ
ー
ワ
ー
ド
事
典
』
翁
万
葉
仮
名
」
「特
殊
仮
名
」
「字
音
仮

名
」
三
項
目
執
筆
）

一〇
〇
八
年
二
月

一〇
〇
九
年
二
月

二
〇
〇
九
年
五
月

「萬
葉
」
二
〇
〇
号

二
〇
〇
六
―
二
〇
〇
九
年
度

科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究

（
Ｃ
）
研

究
成
果
報
告
書

『文
献
に
現
れ
た
語
彙

・
語
法
と
国
語
史
の
不
整
合
性

に
つ
い
て
』

朝
倉
書
店


